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Patient Satisfaction and Hand Perfomance Folwing Fingertip Reconstruction: 















指に比べて平均約 77% の結果であった。また、知覚に関しては 16% が触覚正常、 52% が触覚低下、 32%
が防御感覚まで低下していた。指関節可動域と tip pinch に関してはともに健側比約 82% で、あった。ハンド
パフォーマンスの結果と有意に関連性を認、めたのは知覚と年齢で、あり、患者満足度と有意に関連性を認め
たのは指関節可動域と知覚であった。
【考察と結論】手術により再建された指は非受傷指と比べてパフォーマンスが不良であったが、患者満足度
は高かった。受傷指の知覚の改善が患者満足度や指の機能に特に影響を与えやすい因子であると考えら
れる。指尖部損傷に対して、高い満足度や良好な機能の改善を得るために知覚皮弁での再建が有用であ
る。
